
鍬誰かのためにできること 

包
て
て
ね
g
 

年
賀
状
を
送
り
ま
す
 

五
所
川
原
高
校
J
R
c
部
で
は
、
以
前
か

ら

一
人
暮
ら
し
の
老
人
に
手
作
り
の
年
賀
状

を
送
っ
て
い
ま
す
。
 

今
年
は
百
枚
の
年
賀
状
を
送
る
た
め
、
十

四
名
の
部
員
が
手
分
け
し
て
思
い
思
い
の
絵

柄
や
言
葉
に
優
し
さ
の
気
持
ち
を
込
め
て
年

賀
状
を
作
っ
て
い
ま
す
。
 

部
長
の
衛
生
看
護
科
ニ
年
生
、
其
田
仁
美

さ
ん
は
「
年
賀
状
を
見
て
ち
よ
っ
と
で
も
一
元

気
づ
け
ら
れ
れ
ば
と
思
い
書
い
て
い
ま
す
」
 

と
は
に
か
み
な
が
ら
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

※
 
こ
の
コ
ー
ナ
ー
では
市
内
で
活
躍
す
る
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
し
フ
を
紹
介
し
ま
す
。
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師
走
の
五
所
川
原
に
響
き
渡
る
 

書
＼
難
“
 

奥
津
軽
に
ガ
第
九
4
を
ひ
び
か
せ

る
会

（長
尾
勝
文
代
表
）
の
第
四
回

演
奏
会
が
十
二
月
七
日
、
オ
ル
テ
ン

シ
ア
で
行
わ
れ
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
 

曲
の
交
響
曲
第
九
番
ニ
短
調
「
合
唱

付
」
歓
喜
の
歌
が
、
会
場
内
に
響
き

渡
り
ま
し
た
。
 

会
員
ら
は
、
六
月
か
ら
バ
リ
ト
ン
 

今年で 4 年目、会員糸勺80名のうち半分が

第 lEりからの参加者です。 

く4年連続参加者からー言〉 

テノール担当 

大塚晃司さん 

（市内鎌谷町） 

I 「学生時代第九を歌ったのがき 

1 っかけで今も歌っています。 1 
I 年に1回オーケストラと一1緒に 
I 大きな声を出し、1年を締めくく 
I るのは本当にいいものです」 

ソプラノ担当 

藤田久美子さん 

（市内平和町） 

「中学、高校と合唱部にいたの

で参加しました。 1回目の時は
子供が 1歳で今は 4歳。子供と

ともに第九が成長したという感

じです」 

ン
」
 

ソ
リ
ス
ト
の
油
川
悟
さ
ん
ら
の
指
導

の
下
、
少
し
の
時
間
も
惜
し
ん
で
練

習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
日
本
を
代
表
す
る
ソ
プ

ラ
ノ
の
一
人
で
あ
る
小
渡
恵
利
子
さ

ん
が
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
ほ

か
、弘
前
中
央
高
校
の
生
徒
や
青
森
、
 

む
「
市
か
ら
の
合
唱
経
験
者
ら
が
応

援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
 

演
奏
会
は
、
世
界
で
活
躍
中
の
佐

々
木
修
さ
ん
に
よ
る
指
揮
の
青
森
市

交
響
楽
団
の
下
演
奏
が
行
わ
れ
、最
終

楽
章
で
は
約
百
五
十
名
が
歓
喜
の
歌

を
合
唱
し
て
約
千
人
の
聴
衆
は
歌
声

に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
ち
の
活
性
化
と
冬
の
夜
空
を
彩

ろ
う
と
「
光
の
祭
典
」
（
主催
五

所

川
原
市
観
光
協
会
）
が
市
内
各
地
で

十
二
月
八
日
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

市
役
所
お
ま
つ
り
広
場
で
の
点
灯

式
で
は
、
丸
海
老
祐
造
市
観
光
協
会

長
、
菊
池
助
役
ら
が
点
灯
ス
イ
ッ
チ

を
押
し
た
後
、
五
所
川
原
幼
稚
園
児
 
 

た
ち
が
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
の
合
唱

を
披
露
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
 一
斉
に
点
灯
さ
れ
た
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
、
市
民
は
大

い
に
感
激
し
て
い
ま
し
た
。
 

二
万
二
千
個
の
電
球
で
飾
ら
れ
た

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
来
年
の
一

月
四
日
ま
で
点
灯
さ
れ
ま
す
。
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五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
は
新
型
の

高
規
格
救
急
自
動
車
を
、
十
二
月
十
五
日
五

所
川
原
消
防
署
に
配
備
し
ま
し
た
。
 

こ
の
救
急
車
に
は
、
心
電
図
の
伝
送
装
置

を
は
じ
め
心
臓
の
け
い
れ
ん
を
取
り
除
く
た

め
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
、
従
来
の
救
急
車

に
な
い
医
療
機
器
を
備
え
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
患
者
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
防
振
ベ
ッ

ト
に
よ
り
走
行
中
の
振
動
を
や
わ
ら
げ
る
な

ど
の
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

毎
日
の
よ
う
に
発
生
す
る
交
通
事
故
、
高

齢
化
に
伴
う
急
病
人
の
発
生
な
ど
救
急
業
務
 

に
携
わ
る
救
急
隊
員
に
と
「
て
は
常
に
迅
速

か
「
、適
切
な
処
置
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
救
急
隊
員
は
「
高
度
な
救
命
処

置
」
を
行
う
た
め
昼
夜
を
問
わ
ず
、
様
々
な

事
故
を
想
定
し
た
訓
練
と
隊
員
一
人
ひ
と
り

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

※
 
「
高
度
な
救
急
処
置
」
と
は
、
医
師

の
指
示
に
基
づ
い
て
救
急
救
命
士
の
資

格
を
持
つ
救
急
隊
員
が
行
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
現
在
五
所
川
原
消
防
署
に

は
救
急
救
命
士
が
二
名
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

●

平
山
賀
規

救
急
救
命
士
 

「救
命
率
の
向
上
を
目
標
と

し
て
、
市
民
の
協
力
を
得
な
が

ら
日
々
自
己
鍛
錬
し
、
患
者
の

身
に
な
り
、
救
い
の
手
を
さ
し

の
べ
ら
れ
る
よ
う
な
救
急
救
命

士
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
 

●

新
谷
真
悟
救
急

救
命
士
 

「患
者
が
安
心
し
て
自
分
の

身
を
任
せ
る
こ
と
の
で
き
る
救

急
救
命
士
に
ま
た
、
救
急
隊
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
 

すばやい対応を 
Jムがけましょう 

火事・救急・救助は 

局番なしの 119番ノ＼! 

●おっと危ないノ冬道での危険回避テクニック 
①Qタイヤ （駆動輪） が空回りして発進できないときは？ 

Aただちにアクセルを緩める。アクセルを踏み込んでタイヤをさらに空回りさ 

れるのは最悪です。 

②Q急ブレーキを踏んでタイヤが口ックし滑走したら？ 

Aブレーキを少し緩め、タイヤを回転させると、制動力が得られます。 

③Qブレーキを踏んだとたん尻振りしたら？ 

Aただちにブレーキを戻すと同時に、ハンドルを素早く本来の進行方向に戻す二 

④Q目前にアイスバーンやわだち等を発見したときは？ 

Aアイスバーンやわだち等が目前に迫っているときは、アクセルを戻しただけ 

で突っ切るのが安全。 

発
ー
、
‘J

~
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一
飲
酒
運
転
 

一
 
四
（
し）
な
い
運
動
 

一
◆
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
。
 

一
◆
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。
 

一
◆
運
転
す
る
人
に
酒
を
勧
め
な
い
o
 

一
◆
酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。
 

ジ
 

‘
・
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新
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の
高
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救
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車
が
配
備
さ
れ
ま
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た
ク
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い
o
 

一
◆
酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
」
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四
（
し
）
な
い
運
動
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蔵金は難ードタワンとゆとりガ響J くり護護麟 ン 

嚇9年冬の蓉通安全運動実施中 

  

この時期は、積雪・凍結路面でのスリップ事故が多発します。 

また、忘年会など飲酒の機会が多くなる季節であり、飲酒運転

なども懸念されます。市では今後、飲酒運転・違法駐車追放飲

食店街巡回や市内雛田の古川貴浩さんから寄贈されたランドセ

ル貼付用反射材を配布するなどして交通安全運動を積極的に推

進します。 
一人ひとりが交通ルール及び交通マナーを守り、交通事故防

止に努めましよう。 

  

●おっと危ないノ冬道での危険回避テクニック 
① Oタイヤ（駆動輪）が空回りして発進できないときは？ 

Aただちにアクセルを緩める。アクセルを踏み込んでタイヤをさらに空回りさ 

れるのは最悪です。 

②Q急ブレーキを踏んでタイヤが口ックし滑走したら？ 

Aブレーキを少し緩め、タイヤを回転させると、制動力が得られます。 

③Qブレーキを踏んだとたん尻振りしたら？ 

Aただちにブレーキを戻すと同時に、ハンドルを素早く本来の進行方向に戻す二 

④Q目前にアイスバーンやわだち等を発見したときは？ 

Aアイスバーンやわだち等が目前に迫っているときは、アクセルを戻しただけ 

で突っ切るのが安全。 



通ルに就職しだ事賛蒙事二 荏 

新規高卒者就職相談会 
二、ミミ三 

／
 
十
一
月
二
十
一
日
、
プ
ラ
ザ
マ
リ
 

、
ュ
ウ
五
所
川
原
に
お
い
て
平
成
十
年
 

ノ1」
ル
難
馴
製
勢
葛
勲
 

と
し
た
就
職
説
明
会
が
行
わ
れ
、
地

元
の
企
業
三
十
一
一
社
が
参
加
、
百
八

十
八
名
の
生
徒
が
将
来
の
希
望
を
胸

に
熱
心
に
聞
き
入
「
て
い
ま
し
た
。
 

主
催
し
た
五
所
川
原
公
共
職
業
安

定
所
か
ら
は
、
「職
種
、企
業
イ
メ
ー
 

ジ
を
先
行
さ
せ
な
い
・で
」
と
地
元
活

性
化
の
カ
ギ
で
あ
る
若
者
の
定
住
を

訴
え
て
い
ま
し
た
。
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楽しいと思うことはどこでもいっしよ 

〇
み
な
さ
ん
も
思
い
あ
た
る
こ
と
 

あ
り
ま
せ
ん
か
 

「外
国
人
を
お
客
さ
ん
扱
い
し
な
い
で
欲

し
い
。
私
た
ち
に
と
っ
て
今
居
る
場
所
が

家
で
あ
り
、
お
客
さ
ん
扱
い
は
疎
外
感
を

感
じ
る
」
 

「先
輩
、
後
輩
の
考
え
が
複
雑
。
互
い
に

平
等
、
尊
敬
の
念
を
い
だ
い
て
く
つ
ろ
い

だ
話
を
」
 

「日
本
人
は
ほ
め
る
の
が
上
手
だ
が
、
時

と
し
て
過
剰
で
あ
り
不
必
要
」
 

「外
国
人
H
ア
メ
リ
カ
人
と
い
う
思
い込

み
か
ら
く
る
決
ま
り
き
っ
た
対
応
は
や
め

て
欲
し
い
」
 

つ 

ー

，
ー
ー
ー

一
 

エ
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
ノ
 

毎
年
1
 
月
二
1
一
日
現
在
で
工

業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

J
年

末
年
始
の
御
多
忙
中
、
大
変
中
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
 

津軽半島・五所川原を仙台でPR 

奥津軽・めもの・いいもの・いっぱい展開催」 

今
弁
で
九
回
目
を
迎
え
た
「
津

軽
半
島
五
所
川
原
観
光
物
産
展
」
 

が
、
仙
台
の
藤
崎
デ
パ
ー
ト
に
お

い
て
十
一
月
十
四
日
か
ら
二
十
日

の
七
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

岡
五
所
川
原
市
観
光
協
会
が
主

催
し
た
物
産
展
に
は
津
軽
地
域
の

十
四
業
者
が
出
展
、
ま
た
十
五

・

十
六
日
の
両
日
に
は
J
R
仙
台
駅

前
に
お
い
て
丸
海
老
観
光
協
会
会

長
、
ミ
ス
津
軽
平
野
三
名
ら
が
チ

ラ
シ

・
リ
ン
ゴ
の
無
料
配
布
を
行

う
な
ど
津
軽
の
P
R
に
努
め
、
物

産
展
は
多
数
の
来
訪
者
と
例
年
を

上
回
る
売
り
上
げ
を
記
録
し
、
大

変
満
足
の
い
く
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
 

ま
た
物
産
展
に
先
立
ち
、
士
一
 

日
に
は
仙
台
市
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
泉
陵
虹
の
苑
」
を
慰
問

し
、
観
光
物
産
課
の
柳
沢
利
佳

さ
ん
が
約
八
十
人
の
入
所
者
を
前

に
津
軽
三
味
線
を
披
露
、
そ
の
後

リ
ン
ゴ
な
ど
を
一
人
一
人
に
手
渡

し
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
産
の
 

リ
ン
ゴ
は
い
か
が
で
す
か
？

・
 

小
野
久
美
子
さ
ん

頑
張
っ
て
 

青
年
海
外

協
力
隊
員
 

バ
ヌ
ア

ツ
へ

国
際
協
力
事
業
団
の
青
自
海
外
協

力
隊
員
と
し
て
、
南
太
平
洋
に
浮
か

ぶ
島
国
、
バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
（
派
遣

さ
れ
る
幼
稚
園
教
諭
、
小
野
久
美
子

さ
ん

（
二
九）
が
十
二
月
一
日
成
田

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

成
田
市
長
か
ら
「
慣
れ
な
い
土
地

で
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
頑
張
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
を
受
け

た
小
野
さ
ん
は
、
 「電
気
や
水
道
な

ど
の
施
設
が
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
 

バ
ヌ
ア
ツ
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
自

分
の
持
っ
て
い
る
も
の
す
べ
て
を
出

し
て
頑
張
り
ま
す
。」
と
意
気込
み
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

成田市長より激励される小野さん 

自
然
な
形
の
交
流
を
 

外
国
人
に
よ
る
 

日
本
語
発
表
会
 

斗
一
R
三
十
日
、
五
所
川
原
市
国
際
交

流
市
民
の
会
に
よ
る
日
本
語
発
表
会
が
市

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
西
北
五
地
域
に

在
住
す
る
外
国
人
八
名
が
発
表
し
ま
し
た
。
 

ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
 ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
と
発
表
者
の
出
身
地
も
様
々
、
毎
週
水

曜
日
に
開
か
れ
る
公
民
館
で
の
日
本
語
の

学
習
会
で
学
ん
だ
流
暢
な
日
本
語
で
、
文

化
の
違
い
か
ら
来
る
失
敗
談
な
ど
を
披
露

し
会
場
を
沸
か
せ
た
ほ
か
、日
本
の
し
き
た

り
や
外
国
人
に
接
す
る
日
本
人
の
様
子
な

ど
、
私
た
ち
が
日
頃
当
た
り
前
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
こ
と
に
、
ド
キ
リ
と
す
る
よ

う
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
 

国
際
交
流
市
民
の
会
で
は
「
意
識
し
な

い
自
然
な
交
流
」
の
た
め
、
現
在
英
文
に

よ
る
五
所
川
原
市
生
活
マ
ッ
プ
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

地ルに就職したい 喜、懲手一 ：F事霞 

新規高卒者就職相談会護 

十
一
月
二
十
一
日
、
プ
ラ
ザ
マ
リ

ュ
ウ
五
所
川
原
に
お
い
て
平
成
十
年

二
月
新
規
高
等
学
校
卒
業
者
を
対
象

と
し
た
就
職
説
明
会
が
行
わ
れ
、
地

ル
の
企
業
三
＋
二
社
が
参
加
、
百
八
 

1
八
名
の
生
徒
が
将
来
の
希
望
を
胸

に
熱
心
に
聞
き
入
「
て
い
ま
し
た
。
 

主
催
し
た
五
所
川
原
公
共
職
業
安

疋
所
か
ら
は
、
「職
種
、企
業
イ
メ
ー
 

ジ
を
先
行
さ
せ
な
い
・で
」
と
地
元
活

性
化
の
カ
ギ
で
あ
る
若
者
の
定
住
を

訴
え
て
い
ま
し
た
。
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日
に
は
仙
台
市
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
泉
陵
虹
の
苑
」
を
慰
問

し
、
観
光
物
産
課
の
柳

沢
利
佳

さ
ん
が
約
八
十
人
の
入
所
者
を
前

に
津
軽
三
味
線
を
披
露
、
そ
の
後

リ
ン
ゴ
な
ど
を

一
人
一
人
に
手
渡

し
ま
し
た
。
 

楽しいと思うことはどこでもいっしよ 

五
所
川
原
産
の
 

リ
ン
ゴ
は
い
か
が
で
す
か
？
・
 

津軽半島・五所川原を仙台でPR 

奥津軽・めもの叫、いもの・いっばい展開催 

〇
み
な
さ
ん
も
思
い
あ
た
る
こ
と
 

あ
り
ま
せ
ん
か
 

「外
国
人
を
お
客
さ
ん
扱
い
し
な
い
で
欲

し
い
。
私
た
ち
に
と
っ
て
今
居
る
場
所
が

家
で
あ
り
、
お
客
さ
ん
扱
い
は
疎
外
感
を

感
じ
る
」
 

「先
輩
、
後
輩
の
考
え
が
複
雑
。
互
い
に

平
等
、
尊
敬
の
念
を
い
だ
い
て
く
つ
ろ
い

だ
話
を
」
 

「日
本
人
は
ほ
め
る
の
が
上
手
だ
が
、
時

と
し
て
過
剰
で
あ
り
不
必
要
」
 

「外
国
人
H
ア
メ
リ
カ
人
と
い
う
思
い
込

み
か
ら
く
る
決
ま
り
き
っ
た
対
応
は
や
め

て
欲
し
い
」
 

今
年
で
九
回
目
を
迎
え
た
「
津

軽
半
島
五
所
川
原
観
光
物
産
展
」
 

が
、
仙
台
の
藤
崎
デ
パ
ー
ト
に
お

い
て
十
一
月
十
四
日
か
ら
二
十
日

の
七
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

⑩
五
所
川
原
市
観
光
協
会
が
主

催
し
た
物
産
展
に
は
津
軽
地
域
の

十
四
業
者
が
出
展
、
ま
た
十
五

・

十
六
日
の
両
日
に
は
J
R仙
台
駅

前
に
お
い
て
丸
海
老
観
光
協
会
会

長
、
ミ
ス
津
軽
平
野
三
名
ら
が
チ

ラ
シ

・
リ
ン
ゴ
の
無
料
配
布
を
行

う
な
ど
津
軽
の
P
R
に
努
め
、
物

産
展
は
多
数
の
来
訪
者
と
例
年
を

上
回
る
売
り
上
げ
を
記
録
し
、
大

変
満
足
の
い
く
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
 

ま
た
物
産
展
に
先
立
ち
、
十
一
一
 

小
野
久
美
子
さ
ん

頑
張
っ
て
 

青
年
海
外
協
力
隊
員
 

バ
ヌ
ア
ツ
へ

国
際
協
力
事
業
団
の
青
弁
海
外
協

力
隊
員
と
し
て
、
南
太
平
洋
に
浮
か

ぶ
島
国
、
バ
ヌ
ア
ツ
共
和
国
（
派
遣

さ
れ
る
幼
稚
園
教
諭
、
小
野
久
美
子

さ
ん

（
二
九）
が
十
二
月
一
日
成
田

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

成
田
市
長
か
ら
「
慣
れ
な
い
土
地

で
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
頑
張
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
を
受
け

た
小
野
さ
ん
は
、
 「電
気
や
水
道
な

ど
の
施
設
が
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
 

バ
ヌ
ア
ツ
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
自

分
の
持
っ
て
い
る
も
の
す
べ
て
を
出

し
て
頑
張
り
ま
す
。」
と
意
気
込
み
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

成田市長より激励される小野さん 

エ
業
統
計
調
査

に
ご
協
力
を
ノ
 

毎
年
十
二
月
 
十
．
H
現
右
で
L
 

業
統
討
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
コ
年

末
年
始
の
御
多
忙
中
、
大
変
巾
し
訳

こ
ざ
い
ま
せ
ん
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
 

自
然
な
形
の
交
流
を
 

外
国
人
に

よ
る
 

日
本
語
発
表

会
 

＋
 
月
三
十
日
、
五
所
川
原
市
国
際
交

流
市
民
の
会
に
よ
る
日
本
語
発
表
会
が
市

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
西
北
五
地
域
に

在
住
す
る
外
国
人
八
名
が
発
表
し
ま
し
た
。
 

ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
 ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン

ド
と
発
表
者
の
出
身
地
も
様
々
、
毎
週
水

曜
日
に
開
か
れ
る
公
民
館
で
の
日
本
語
の

学
習
会
で
学
ん
だ
流
暢
な
日
本
語
で
、
文

化
の
違
い
か
ら
来
る
失
敗
談
な
ど
を
披
露

し
会
場
を
沸
か
せ
た
ほ
か
、日
本
の
し
き
た

り
や
外
国
人
に
接
す
る
日
本
人
の
様
子
な

ど
、
私
た
ち
が
日
頃
当
た
り
前
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
こ
と
に
、
ド
キ
リ
と
す
る
よ

う
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
 

国
際
交
流
市
民
の
会
で
は
「
意
識
し
な

い
自
然
な
交
流
」
の
た
め
、
現
在
英
文
に

よ
る
五
所
川
原
市
生
活
マ
ッ
プ
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 



共に助け合うために 

第5回青森県ェイズ予防講習会 
～正しく理解して、偏見・差別をなくしましょう～ 

11月27日、市働く婦人の家で第 5 回青森県ェイズ予

防講習会が行われノました。 

「ェイズとボランティア活動」と題して行冴っれた講演

では、 メモリアノレ・キノレト・ジャパン代表の寺口淳子一

さんが知識不足からくる偏見について語り、ェイズ患

者への理解と支援を呼びかけました。同協会ではエイ

ズで亡くなった人達の生きた証にしたいとして、生前

愛用していたシャとソなどを90 x 180シの布に縫いイ寸け全

国各地で展示しており、反響を呼んでいました。 

また講演後は、ェイズへの偏見に悩みながらも勇

気を持って生きる少女を描いた映画「秋桜」 （コスモ

ス）が上映され、会場を訪れた人達は命の尊さととも

にェイズという病気をあらためて一考えていました。 

講演をする寺口淳子さん 

／ーー日常生活では感染しませんー、 
エイズの感染経露昇ま 

(j）輸血1などの血液感染 

②性行為感染 

（③）母子感染 

の 3経路であり、 日常生ゴ舌では感染 

しません。空気感染する、握手や軽 

いキスもだめというのは誤解です。 
、 	 ノ 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

⑨
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
青
森
県
日
蓮
宗
社
会
教
化
事
業
協
会

（
遠
光
寺住
職
江
利
山
義
隆
会
長
）H
慰
問
 

（
法話
、
お
菓
子
六
十
二
箱
）
 

〇
市
立
鶴
ケ
岡
小
学
校
（
中谷
文
武
校
長
）
五
・六
年
生
ニ
十
六
名
H
慰
問
（
歌と
劇
）
 

＠
財
団
法
人
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ
 

o
茶
道
遠
州
会
五
所
川
原
支
部

（
渋谷
と
く
支
部
長
）
H
三
万
一
一一千
十
九
円
 

5 平成9年12月15日 

, 

丁
を

つ
な
ぎ

み
ん
な
で
 

伸
ば
そ

う

7
7
い
芽
を
 

平
成
九
年

志
月
森
県
少

年
 

太
月成
県
民

推
進
大

A云
 

い
じ
め
や
少
年
の
非
行
防
止
な
ど
、
青
少

年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
青
少
年
育
成
県

民
運
動
推
進
大
会
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（仮称）つるや稲荷公園 

、ノ 

大切な緑を守り、育てましょう。ー ― 

緑の基本計画を作成中です0 

干ムたちの周りには、山材こ・田畑や街路樹・公園、 さらには家の庭や生け

垣など、 さまざまな緑があります。緑は、街を美しくするだけでなくレク

リエーションの場として、時には災害から私たちを守ってくれる避難地と

してその役割は多種多様です。 21世紀に向け、安心して快適な生活をお

くれるよう、私たちの大切な緑を守り育てましよう。 

●緑の基本計画とは 

紡け也の適正な保全と緑化の推進をするために作成されるもので、 この中で市は公園の整備や

道路・河川の緑化を行うほかに、新たに開発される地域の中にも緑を確保します。市民の皆さん

は、ご家庭の庭や周辺の地域にも目をくばり、美化運動や緑化推進活動にご協カを願います。 

●緑の基本計i重i作成に当たって 

・市民の皆さんの意見を取り入れながら作J戎します。 

・作成した 『緑の基本計恒」U は皆さんにお知らせしま弓二 

緑地の保全と緑化の推進について 

都市公園整備計画図（案） 

●緑化の推進について 

現在市内19箇所の都市計画公園が整

備済み、となっています。 

今後は、おもに次の公園の整備や街路

樹の整備、また堰の統廃合等、官有地の

有効利用による緑地の整備等を 『緑の基

本計画』 に盛り込み、緑化の推進を図り

たいと考えてーいます。 

〔計画中の主な公園〕 

■狼野長根公園 

市内外からの来訪者が楽しく安全に 

利用できるよう公園を再整備します。 

■ひがし児童公園 

児童や老人等の利用を目的とした遊 

具及びベンチ等を設置します。 

■（仮）つるや稲荷公園 

現つるや稲荷の社を活用し、 中心市

街地（商店街）を訪れた方々の憩いの

場として、 ポケットパークのような空

間整備を目指します。 

■（仮）地区公園 

洪水時の調整機能を持つ調整推lを整

備するとともに、」也区を訪才しる人々の

憩いの場として、水に親しめる公園と

して整備します。 

●緑地の保全について 

山林や農地の保全、 また市の名木に指

定されている樹木の保護等を 『緑の基本

計画』 に盛り〕入み緑地の保全を図りま

す。 

これらの他、緑の整備や保護について、皆様が考えるご意見・ご希望をお聞かせくださ八 

平成9年12月15日 6 

／ー、 

（仮称）つるや稲荷公園 

大切な緑を守り、育てましょう。一 ― 

緑の基本計画を作成中です0 

私たちの周りには、山林・田畑や街路樹・公園、 さらには家の庭や生け

垣など、 さまざまな緑があります。緑は、街を美しくするだけでなく レク

リエーションの場として、時には災害から私たちを守ってくれる避難地と

してその役割は多種多様です。 21世紀に向け、安心して‘決適な生活をお

くれるよう、私たちの大切な縁を守り育てましよう。 

●緑の基本計画とは 

緑地の適正な保全と緑化の推進をするために作成されノるもので、 この中で市は公園の整備や

道路・河川の緑化を行うほかに、新たに開発されノる地域の中にも緑を確保しまーす。市民の皆さん

は、ご家庭の庭や周辺の地域にも目をくばり、美化運動や緑化推進活動にご協力を願います。 

●緑の基本計画作成に当たって 

・市民の皆さんの意見を取り入れノながら作成します。 

・竹り戎した 『緑の基本計画』 は皆さんにお知らせします。 

保全と緑化の推進について 

都市公園整備計画図（案） 

●緑化の推進について 

現在市内19箇所の都市計画公園が整

備済みとなっています。 

今後は、おもにI欠の公園の整備や街路

樹の整備、また堰の統廃合等、官有地の

有効利用による緑地の整り甘i等を 『緑の基

本計画』 に盛り込み、緑化の推進を図り

たいと考えています。 

〔計画中の主な公園〕 

■狼野長根公園 

市内外からの来訪者が楽しく安全に 

利用できるよう公園を再整備します。 

●ひがし児童公園 

児童や老人等の利用を目的とした遊 
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平成 9年 9月17日から11八4 日まで狼野長根公園施設内においてアンケートを実施いた

しましたところ、10代から701七までの幅広い層、 138名からご協力いただきました。アン

ケート集計結果はi欠のとおりです。 

住 	所 市 内 市 	多7下 未記入 合 計 

回答人数 50人 76人 12人 138人 

園路（散策路）及び広場について 

. 49% 〇整備の要望として、駐車場からの通路、 

勿 36％ 公園内の園路，及び奥の園路の整備と道順

ロ 巧％ 案内板等の設置がありました。 

2. 修景施設（植栽・芝生等）及び休養施設（休憩所・ベンチ等）について 

■ 39% 〇体の疲れを癒す休憩所やバンガロー等の

勿 58％ 整備要望が多く、年代を追うごとにそれら

ロ 3％ の設置要望が多くなるとレ、う結果でした。 

遊技施設（アスレチック遊具等）及び運動施設（テニス場等）について 

. 25% 〇充足度が低く、幼児用の遊具の要望の他

勿 69％ は、近隣市町村と比較して当公園として特

ロ 6％ 色のあるものにとレ、うご意見もございました。 

4．教賛施設（野外劇場等）及び便益施設（駐車場・トイレ等）について 

勿 ’21% 〇充足度が低く最も整備要望が多いのは 

勿警 74%5% 器姦慧纂嘉器じ 
5．管理施設（照明施設・ゴミ箱・掲示板等）について 

厨 ，
41% 〇ゴミ箱の設置を含めた清掃管理と防犯灯

貌 竺 49％ を兼ねた公園のライトアップを希望する意 

~ I llo％ 見が多数でした。 

■ 充分 勿 要整備「コ  未記入 

勿 勿 勿 

勿 '1 
3. 

勿 

勿 

ロ 

この他にもたくさんのご意見・ご要望をいただきました。ご協カに感謝いたします。市て二

はこれらの事項についてできる限り検討を加え、 より良い整備推進を図ってまいります。 

狼野長根公園 

狼野長根公園に関するアンケート結果をお知らせします。 

緑に関するアンケートの 
実施について 

皆様のご意見を 『緑の基本計画』 に反映させ

るため、緑に関するアンケート調査を実施して

います。アンケート用紙は下記の場所に設置し

ておりますので、皆さんのご意見・ご希望をお

寄せください。 

●アンケート用紙設置場所 

市役所玄関、 中央公民館、市働く婦人の家、 

図書館、ふるさと交I充圏民センター、各コミ

ュニティセンター 

●設置期間 平成10年1月15日まて二 

●問い合わせ 都市開発課計画係 内線323 

〇水と緑につつまれた 
快適な生活空間〇 

次代を担う子供達に緑を残しイ云えていく

ためにも、緑の基本計画に皆さんご協力く

ださい。 
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五所川原市役所 公35-2111 

平成 9年 9月17日から11八4 日まで狼野長根公園施設内においてアンケートを実施いた

しましたところ、10代から70代まて欧D幅広い層、 138名からご協力いただきました。アン

ケート集割係吉果は次のとおりです。 

住 	所 市 内 市 外 未記入 合 計 

回答人数 50人 76人 12人 138人 

1．園路（散策路）及び広場について 

- 49% 〇整備の要望として、駐車場からの通路、 

勿 36％ 公園内の園路、及び奥の園路の整備と道順

ロ15％ 案内板等の設置がありました。 

教養施設（野外劇場等）及び便益施設（駐車場‘トイレ等）について

刻 ■ 21% 〇充足度が低く最も整備要望が多いのは 

VI警 74%5%'7姦慧纂嘉I-器て 

4.  

勿 勿 風 勿 
2.修景施設（植栽・芝生等）及び休養施設（休憩所・ベンチ等）について 

溺 ’39% 〇体の疲れを癒す休憩所やバンガロー等の

勿 些
58％ 整備要望が多く、年代を追うごとにそれら 

~ I 	! 3％ の設置要望が多くなるという結果でした。 

ゴミ箱・掲示板等）について 

〇ゴミ箱の設置を含めた清掃管理と防犯灯

を兼ねた公園のライトアップを希望する意

見が多数でした。 敏 勿 

3．遊技施設（アスレチック遊具等）及び運動施設（テニス場等）について 

. 25% 〇充足度が低く、幼児用の遊具の要望の他

勿 69％ は、近隣市町村と比較して当公園として特

ロ 6％ 色のあるものにというご意見もございました。 

勿 

ロ 6% 

■ 充分 勿 要整備 口 未記入 

この他にもたくさんのご意見・ご要望をいただきました。ご協力に感謝いたします。市で

はこれらの事項につレいてできる限り検討を加え、 より良い整備推進を図ってまいります。 

I 黙l 勿 

［コ 

管理施設（照明施設・ 

露 
6.  

狼野長根公園 

舞狼野長根公園に関するアンケート結果をお知らせしおむ 

緑に関するアンケートの 
実施について 

皆様のご意見を 『緑の基本計画』 に反映させ

るため、緑に関するアンケート調査を実施して

います。アンケート用紙は下記の場所に設置し

ておりますのて下、皆さんのご意見・ご希望をお

寄せください。 

●アンケート用紙設置場所 

市役所玄関、 中央公民館、市働く婦人の家、 

図書館、ふるさと交I充圏民センター、各コミ

ュニティセンターー 

●設置期間 平成10年1月15日まで 

●問い合わせ 都市開発課計画係 内線323 

〇水と緑につつまれた 
快適な生活空間〇 

次代を担う子イ共達に緑を残しイ云えていく

ためにも、緑の基本計画に皆さんご協力く

ださい。 

7 平成9年12月15日 
	

五所川原市役所 公35一2111 



ともに支え合う 男女共同参画社会をめざして 田 男女共同参画社会をめざして 田 

図1 性・年齢階級別にみた65歳以上の単独世帯数平成8年 

	

干世帯 2000 	 報鼻(79.5%) 

	

1B叩 	
80歳以上 

75 - 7948 

70-74歳 

65-6948 

男 	 女 

注‘ 0内の数値は、単独世帯数236万世帯を100とした割合である。 

厚生省統計情報部「国民生活基礎調査」 
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’のマークなんだか知っていますか？ 

  

    

     

     

  

高齢者安全運転マーク 	高齢運転者標識 

「シルバーマーク」 「高齢者マーク」 

おぼえてください 

高齢者のためのシンボルマーク 

  

 

◆ 「シルバーマーク」 

高齢者の交通事故防止のため、国民に 

意識高揚を図るシンボルマークです。 

 

◆ 「高齢者マーク」 

高齢者ドライバーの運転する自動車に

標識をI寸けてもらい、周囲の人達が思い

やりを持って高齢者ドライバーに接する

ための標識です。 

× 	 」ノ 

     

 

ノ五所川原市立図書館から .4G5 
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へ こー ー 〇準備運動 

毎朝書棚の本を整理します。分類の数

字をにらみ、「あいうえお」 と呪文を唱え

ながら。正しい住所にもどしておかない

といざというとき見つけられません。単

調な仕事です。でもどんな名バレリーナ

もピアニストも相撲取りも基礎練習は毎

日です。本番がある日もない日も。図書

館員も同じです。多分これノは機械化でき

ません。 

 

   

I 

12月 霧氷 

汚れたランプは清掃を 	〔風 花〕 

【風花】 

晴天の寒い日、舞うようにちらつく雪。 

風の吹き出す前や、吹き始めに見られノ、厘I 

花の舞う日はしたがって寒いと昔からいわれ

ています。 

（貝わ，う）、、ー 
星 、β9 石茄2 

I「讐 FT 

〔風 花〕 

	やさしさのあるまちを  電 
健康と福祉q」 

―共働きの女性と介護ー 
今回から4回にわたり、健康と福祉についてのアンケー 

ト結果をご報告します。 

高齢化社会を迎えた今、高齢者は健康、お金、孤独とい

う 3つの問題を抱えています。 

特に女性の場合は、 

① 1人暮らし老人の8割までが女性。 （図1) 
② 高齢者介護負担のほとんどが女性にかかっている。極

端な場合には夫の両親と自分の両親の世話、夫と自分の

老後と6度も老いとつきあうことがある。 

③ これまでの女性は精神的にも経済的にも自立しないで、 

夫に依存して生きてきた人が多いため、夫が亡くなった

途端に生活の不安に直面する。 

といった問題を抱えており、老人問題の中では女性は大き

なウェートを占めています。 

本調査では、②の問題に関わる設問「家族の者が寝たき

りになった場合、共働きの女性はどうしたらよいか」につ

いて調査したところ、 「仕事は継続して病院や施設に入れ

る」と答えた男性の割合が女性より12％も多い結果となり
ました。 （つづく） 

く“’ぐ人七ニニ＝ー・“’~・ 	べ’ぐ人 

図2「家族の者が寝たきりとなり、身の回りの世話が必要とな
った場合に共働きの女性はどうしたら良いと思いますか」 
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図1 性・年齢階級別にみた65歳以上の単独世帯数平成8年 
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千世帯 

90 
67 

130 

男 	ーて 

注 0内の数値は、単独世帯数238万世帯を100とした割合である。 
厚生省統計情報部「国民生活基礎調査」 

図2「家族の者が寝たきりとなり、身の回りの世話が必要とな 

った場合に共働きの女性はどうしたら良いと思いますか」 
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仕事は維績し器こ入九る 
仕事は継蔵L在
で介霞にあたる 

このマークなんだか知っていますか？ 

高齢者安全運転マーク 	高齢運転者標識 

「シルバーマーク」 「高齢者マーク」 

おぼえてください 

高齢者のためのシンボルマーク 

◆「シルバーマーク」 夢鷺舞h 

高齢者の交通事故防止のため、国民に 

意識高揚を図るシンボルマークです。 

◆ 「高齢者マーク」 

高齢者ドライバーの運転する自動車に

標識を不れナてーもらい、周囲の人達が思しい

やりを持って高齢者ドライバーに接する

ための標識です。 

L J 

ノ五所川原市立図書館から”柘5 

〇準備運動 

毎朝書棚の本を整理します。分類の数

字をにらみ、「あいうえお」 と呪文を唱え

ながら。正しい住所にもどしておかない

といざというとき見つけられません。単

調な仕事です。でもどんな名バレリーナ

もピアニストも相撲取りも基礎練習は毎

日です。本番がある日もない日も。図書

館員も同じです。多分これノは機械化でき

まゼ二ん。 
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汚れたランプは清掃を 	U鳳 化」 

【風花】 

晴天の寒い日、舞うようにちらつく雪。 

風の吹き出す前や、吹き始めに見られ、厘（ 

花の舞う日はしたがって寒いと昔からいわれ

ています。 

〔風 花〕 

難麟薫搬麟I綴驚灘麟 

	 やさしさのあるまちを  ミ 

' 

~ 健康と福祉① 」 

―共働きの女性と介護ー 
今回から4回にわたり、健康と福祉についてのアンケー 

ト結果をご報告します。 

高齢化社会を迎えた今、高齢者は健康、お金、孤独とい

う 3つの問題を抱えています。 

特に女性の場合は、 

① 1人暮らし老人の8割までが女性。 （図1) 

② 高齢者介護負担のほとんどが女性にかかっている。極

端な場合には夫の両親と自分の両親の世話、夫と自分の

老後と6度も老いとつきあうことがある。 

③ これまでの女性は精神的にも経済的にも自立しないで、 

夫に依存して生きてきた人が多いため、夫が亡くなった

途端に生活の不安に直面する。 

といった問題を抱えており、老人問題の中では女性は大き

なウェートを占めています。 

本調査では、②の問題に関わる設問「家族の者が寝たき

りになった場合、共働きの女性はどうしたらよいか」につ

いて調査したところ、 「仕事は継続して病院や施設に入れ

る」と答えた男性の割合が女性より12％も多い結果となり
ました。 （つづく） 



Inf⑨mlati⑥n 農業委員選挙人名簿を作成します 
L 有資格者はもれなく申請をノ 

市農業委員会では、農業委員の選挙人名簿

を作成します。これは法律に基づき、 1月1 

日現在で行冴っれるものですので、農家の皆さ

んは「選挙人名簿登載申請書」を平成10年1 

月 9 日までに行政連絡員（または農事実行組

合長）に提出してください。 

※ 「選挙人名簿登載申請書」は12月25日 

頃に行政連絡員（旧市内は農事実行組合 

長）を通じて各農家に配布します。 

ト選挙資格のある方は、昭和53年4月1日ま

でに生まれプと方、すなわち平j戎10年 3月31日

で満20歳に達する方て× 

市内に住所を有し、10アール以上の農地

を耕作している世帯で年間60日以上耕作に

従事している人。または前述従事者と同居

している親族（6 親等以内の血族、 3親等

以内の婚族） 

10アール以上耕作してル、る農業生産法人

の組合長又は社員（年間60日以上耕作に従

事してーいる人） 

以上どちらかに該当する方です。 

ト申請用紙が配布されない、記入上不明な点

がある等のお問い合わせは 

市農業委員会 内線241・ 242・243 

五所川原市立図書館 

冬休みこどもの集い絵巻物をつくろう．ノ 

と き 平成10年1月 7J （水） 

10: 00'-12 :00 

ところ 図書館 2階閲覧室 

内 容 藤田雪乃先生による工作教室 

対 象 小学生 

定 員 30名 その他ご持参いただくもの 

は申込時に説明します。 

問い合わせ 五所川原市立図書館 合34-4334 

平成10年 

新年名刺交換会 
C）日時 平成10年1月1 日（木） n:00 

〇場所 ホテルサンルート五所川原 2 階 

〇会費 3,000円（申し込みと同時に納入く 

ださいJ 
〇申し込み締め切り 12月19日（金） 

〇申し込み先 

市総務課（廿35 - 2111 内線402） または 

五所川原商工会議所（廿35 - 2121) 

〇主催 五所川原市・五所川原商工会議所 

ごしょがわら市農業協同組合 

9 平成 9年12月15日 

雪置場の設置について 

排雪した雪の挑受入場所として、例年どおり、 

岩木川右岸（高瀬地区）に雪置場が設置されノ

ました。 

詳しくは、除排雪対策本部まで。 

客 35 4321・ 35 - 4322 

「ー 一 除雪作業への協力について 
雪のシーズに／を迎え、i欠の事項について皆様のご

協力をお願いいたします。 

〇屋根雪や屋敷内の雪は、道路に出さないでくださ
し、。 

〇路上駐車は作業上支障があるため、駐車しないで

ください。 

〇路上にある車早可乗り上げ用鉄板等は、事故発生の

原因となるため冬期間は撤去してください。 

〇ゴミは指定の日日寺、場所を守って出してください。 

〇融雪期の水害の原因となるため、水路には雪を捨

てないでください。 

■お気付きの点やお問い合わせは 
市除排雪対策本音β（広田） 容35 - 4321・4322 
市都市建設部公園都市課 合35 - 2111 

五所川原市役所 合35一 2111 

対
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農業委員選挙人名簿を作成します 
有資格者はもれなく申請をノ 

市農業委員会では、農業委員の選挙人名簿

を作成します。 これは法律に基づき、 1月 1 

日現在で行冴っれるものですので、農家の皆さ

んは「選挙人名簿登載申請書」を平成10年1 

月 9 日までに行政連絡員（または農事実行組

合長）に提出してください。 

※ 「選挙人名簿登載申請書」は12月25日 

頃に行政連絡員（旧市内は農事実行組合 

長）を通じて各農家に配布します。 

ト選挙資格のある方は、昭和53年4月1日ま

でに生まれた方、すなわち平成10年 3月31日

で満20歳に達する方で、 

市内に住所を有し、10アール」2丈上の農地

を耕作している世帯で年間60日以上耕作に

従事している人。または前う丞従事者と同居

している親族（6親等以内の血族、 3親等

以内の婚族） 

10アール以上耕作している農業生産法人

の組合長又は社員（年間60日以上耕作に従

事してーいる人） 

以上どちらかに該当する方です。 

ト申請用紙が配布されノない、記入上不明な点

がある等のお問い合わせは 

市農業委員会 内線241・ 242・243 

五所川原市立図書館 

~冬休みこどもの集い絵巻物をつくろう．ぐ 

と き 平成10年1月 7 日 （水） 

10 】 00 ヘ・ノ 12 】 00 

ところ 図書館 2階閲覧室 

内 容 藤田雪乃先生による工作教室 

対 象 小学生 

定 員 30名 その他ご持参いただくもの 

は申込時に説明します。 

問い合わせ 五所川原市立図書館 客34-4334 

平成10年 

新年名刺交換会 
〇日時 平成10年1月1 日（木） ii: 00 

〇場所 ホテルサンルート五所川原 2F皆 

〇会費 3,000円（申し込みと同時に納入く 

ださい。） 

〇申し込み締め切り 12月19日（金） 

〇申し込み先 

市総務課（か35 - 2111 内線402） または 

五所川原商工会議所（廿35 - 2121) 

〇主催 五所川原市・五所川原商工会議所 

ごしょがわら市農業協同組合 

9 平成 9年12月15日 

雪置場の設置について 

排雪した雪の搬入場所として、例年どおり、 

岩木川右岸（高瀬地区）に雪置場が設置されノ

ました。 

詳しくは、除排雪対策本部まで。 

雪 35 - 4321・ 35 - 4322 

「一 一 除雪作業への協力について 

  

リ”占マ舌”J」」・、”J.．、、”、、％、”舌り％％マJJ占ニマ、”、く 

雪のシーズンを迎え、i欠の事項について皆様のご

協力をお願いいたします。 

〇屋根雪や屋敷内の雪は、道路に出さないでくださ 
1v\。 

〇路上駐車は作業上支障があるため、駐車しないで

ください。 

〇●各上にある車両乗り上げ用鉄板等は、事故発生の

原因となるため冬期間は撤去してください。 

〇ゴミは指定の日時、場所を守って出してください。 

〇融雪期の水害の原因となるため、水路には雪を捨

てないでください。 

■お気ィ寸きの点やお問い合わせは 

市除排雪対策本部（広田） 容35 - 4321・4322 
市都市建設部公園都市課 雪35 - 2111 

」 

五所川原市役所 公35-2111 
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年末年始の業務案内 
@）年末年始、市の各施設は下記のとおり休みます。 

本庁・各支所・働く婦人の家・歴史民俗資料館 1 2/27 （土）~1 /4（日） 

図 書 館 1 2/27 （土）~1 /5（月） 
西 	北 	中 	央 	病 	院 
（ただし、急患にっいては随時診療いたします） 12 /28 （日）~1 /4（日） 

中 央 公 民 館 ・ 	三 道 会 館 12 /28 （日）~1 /4（日） 

市 民 	体 育 	館 12 /28 （日）~1 /5（月） 

勤 労 者 野 外 活 動 施 設 （狼野長根） 12 /29 （月）~1 /3（土） 

※ ただし、収納課は、 1 2730（火）8 】 30-1 6 : 45まで窓口業務及び納税相談を行い

ますのでご利用ください。 

水道修理の受イ寸は、市指定水道工事店かまたは市水道事業所中央管理センター（胃34-9111) 

に申し込みください。 

西北五環境整備組合からのお知らせ 

Ec》西部ク I)ーンセンター（稲垣）の年末

年始の利月」について（容46-2141) 

12月30日（火）16 : 30まで利用できます。 

1月 5 日（月）より平常どおりです。 

※し尿の汲取は早めに行ってください。 

問い合わせ 西北五環境整備事務組合 

" 3 61 3 0 04 

すこやか発達相談 
◆ところ 市働く婦人の家・保健センター 

（新町バス停前） 

開設 日 時 間 内 	容 

母と子の
相談 日 

1月 7 日 
（水） 

1月21日 
（水） 

10 : 00- 
12 : 00 

13 : 00- 
15 : 00 

1/21の午
後は予約が
必要です 

・成長、発達相談 
・母子健康手帳の節
目（9~lUカ月、 6 
カ月、1歳、2歳等） 
の相談、育児、遊び、 
栄養（離乳食等）、相
談等 

一赤十字家庭看護講習会」 
レと 	き 平！戎10年1月27 11（火）----30 H（金） 

レところ 市働く婦人の家 

ン内 容 病気の予防に役立つ知識と家庭で

の看護の仕方、特にお年寄りが寝たきりに

ならないためのお世話のイ士方について、実

技を中心にわかりやすく指導します。 

ン対 象 15歳以上の、全日程に参加できる方

レ定 員 25名程度（締め切りは1月20日） 

D受講料 300円（テキスト代） 

ン問い合わせ 日本赤十字社青森県支部

家庭看護担当 合0177一22一 2011  

年末年始のごみ収集は、12月31日（水） 

---1 月4 日（日）まてH木みとなります。 

1月5日（月）より平常どおり収集いた

します。 

※ 休み期間中は収集しませんので、絶対に 

ごみを出さないようお願レ、レ、たします。 

@）野里不燃物埋立地のごみの搬入について 

12月31日（水）~1月4日（日）まで休

みとなります。 

問い合わせ 生活環境課 内線231 

五所川原市若年者雇用奨励金
交付申請手続きのお知らせ 
平成 9年10月 1 日から月勾戎10年 3 月31日ま 

て下の間に、 25歳未満の若年層を新規に雇い入 

れた中小企業主が対象となります。 

9月、 3月に採用する場合は、見込み人数 

で申請してください。 

◇‘申請期間 

う杓戎10年1月 5 日（月）~30日（金） 

ただし土・日・祝日を除く 

◇受付時間 9 】 00~16:00 

く＞申請場所及び問い合わせ 

商工振興課 内線381 

～市税の納め忘れはございませんか～ 

騒履) 議農器の納期は 

I月5日（月）です。 

平成 9年12月15日 10 

年末年始のごみ収集は、12月31日（水） 

-1月4 日（日）まで休み、となります。 

1月5日（月）より平常どおり収集いた 

します。 

※ 休み期間中は収集しませんので、絶対に 

ごみを出さないようお願いいたします。 

@）野里不燃物埋立地のごみの搬入について 

12月31日（水）-1月4 日（日）まて下休 

み、となります。 

問い合わせ 生活環境課 内線231 

～市税の納め忘れはございませんか～ 

冒 () 議 4(6留の納期は 

I月5日（月）です0 
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西北五環境整備組合からのお知らせ 

⑨西部ク I)ーンセンター（稲垣）の年末

年始の利用について（雪46-2 141) 

12月30日（火）16 : 30まて5利用できます。 

1月 5 日（月）より平常どおりです。 

※し尿の汲取は早めに行ってください。 

問い合わせ 西北五環境整備事務組合 

客 3 6- 3 0 04 

年末年始の業務案内 
⑨年末年始、市の各施設は下記のとおり休みます。 

本庁・各支所・働く婦人の家・歴史民俗資料館 12 /27 （土）~1 /4（日） 

図 書 館 12 /27 （土）~1 /5（月） 
西 	北 	中 	央 	病 	院 
（ただし、急患にっいては随時診療いたします） 12 /28 （日）~1 /4（日） 

中 央 公 民 館 ・ 三 道 会 館 12 /28 （日）~1 /4（日） 

市 民 	体 育 	館 12 /28 （日）~1 /5（月） 

勤 労 者 野 外 活 動 施 設 （狼野長根） 1 2/29 （月）~1 /3（土） 

※ ただし、」」又納課は、 1 273 0（火）8 『 30--1 6 】 45まで窓口業務及び納税相談を行い

ますのでご利用ください。 

オG首修理の受付一は、市指定水道工事店かまたは市水道事業所中央管理センター（客34-9111) 

に申し込みください。 

定
 

ン
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すこやか発達相談 
◆ところ 市働く婦人の家・保健センター 

（新町バス停前） 

開設 日 時 間 内 	容 

母と子の
相談 日 

1月 7 日 
（水） 

1月21日 
（水） 

10 : 00- 
12 : 00 

13 : 00- 
15 : 00 

1/21の午
後は予約が
必要です 

・成長、発達相談 
・母子健康手帳の節
目（9 -10カ月、 6 
カ月、1歳、2歳等） 
の相談、育児、遊び、 
栄養（離乳食等）、木目
談等 

赤十字家庭看護講習会 
ンと き 平成10年1月27日（火）~3（川（金） 

レところ 市働く婦人の家 

ン内 容 病気の予防に役立つ知識と家庭で

の看護の仕方、特にお年寄りが寝たきりに

ならないためのお世話の仕方について、実

技を中心にわかりやすく指導します。 

ン対 象 15歳以上の、全日程に参加できる方 

D定 員 25名程度（締め切りは1月20日） 

ン受講料 300円（テキスト代D 

レ問い合わせ 日本赤十字社青森県支部

家庭看護担当 'A0177-22-2011 

五所川原市若年者雇用奨励金 

交付申請手続きのお知らせ 
平成 9年10月 1 日から平成10年三 3月31日ま 

での間に、25歳未満の若年層を新規に雇い入 

れた中小企業主が対象となります。 

9 月、 3月に採用する場合は、見込み人数 

で申請してください。 

◇声請期間 

平成10年1月 5 日（月）---30日（金） 

ただし土・日・祝日を除く 

く〉受付時間 9 】 00~16 】 00 

◇申請場所及び問い合わせ 

商工振興課 内線381 

平成 9年12月15日 10 



ni灘勿瀦撫鷲蕪細  
>水抜栓・不凍栓を備え付けの場合 

長い間家を留！守にする時や就寝前には必ず

水抜栓・不凍栓のハンドルをしっかり止まる

まで閉め、蛇口を一杯に開いてください。 

>電熱ヒーターの場合 

ネズミの害を防ぐため、立ち上がり部分を

ボックスで囲む・ようにしてください。 

>むき出しの管や、屋外に蛇口がある場合

蛇口や水道管の立ち上がりなどの露出部分

に、保温オオ（毛布類・コモ等）を巻きイ寸ける。 

＞軽い凍結の修理の仕方 

凍結したときは、露出している管（保温筒な

どは取り外す）や蛇口などにタオルかぞうきん 

を巻きイ寸け、その上からお湯をゆっくりかける

と軽い凍結てシすと水が出るようになります。 

☆注意☆ 直接熱湯をかけたり、直火を当て

たり、 また電気を直接流す解氷などは、蛇口

の破損や火災の危険があります。 

※凍結防止の放水はやめてください 

水を出しっ放しにすると、 メーターが次第

に上がり、春の検針精算の際、半斗金にハネ返

り、おもわぬ支出となります。 

▼
破
裂
し
た
と
き
は
 

r MANOGAMI（馬ノ神山）1 
し 	 スキー場開き J 

12月23日、初心者向けスノーボードコース 

・スキーコースがオープ七／します。 

《企画しているィベント》 

xマスナイター 

スキーレッスン 

級男I」テスト 

スキーフエスティバノレ 

MANO GAMI ツアー 

など盛りだくさん。 

問い合わせ 

五所川原スキークラブ 山田慎治 合34-8822 
MANO GAMI 運営委員会 

斉藤 誠 客33-2485 

鯵ケ沢土木事務所からのお願い 

七里長浜の環境美化について 

最近、港湾内で釣りなどの余暇を過ごされ

る方々の中に、．ごみや空き缶等を平気で投げ

捨てたり、荷役作業中の車両に接近する等作

業の重大な支障になっている人達が見られま

す。 

当所でも巡視活動にカを入れプていますが、 

このような行為を見かけた方はお手数でも下

記の連絡先までご一報くださるようお願いし

ます。 

ごみや空き缶は必、ず持ち帰り、マナーを守

ってより良い環境保全に努めましよう。 

連絡先 

青森県鯵ケ沢土木事務所 用地課財産係

合 0173-72-3135 内線225 

(年賀状は12月24日（水）頃 × 

× までにお出しくださいプ 

12月15日（月）より年賀状の引受けが始まり

ます。大切な新年のご挨拶である年賀状を元

旦にお届けするために、12月24日（水）頃までに

お出しいただくようお願いいたします。また、 

差出人の郵便番号は 7 桁の新郵便番号を記載

していただくよう、併せてお願いいたします。 

「 （社）西北労働基準協会 

講習会のお知らせ 

満18歳以上の者を対象とした講習会です。 

〇玉掛技能講習会 

と き 平成10年1月20日（火）~22日（木） 

9: OO-17 :00 
ところ 学沫斗（初西北労働基準協会2階会議室

実技 斎勝建設（株）構内 

締め切り 1月14日または定員80名になり次第

内 容 つり上げ荷重1 トン以上の玉掛業務

いクレーン運転業務特別教育講習会 

と き 平成10年2月 4 日（水）-5日（木） 

ところ 玉掛技能講習会に同じ 

締め切り 1月31日または定員80名になり次第

内 容 つり上げ荷重が 5トン未満のクレーン 

つり上げ荷重が 5トン以上の跨線テルハの運転業務

※ 両技能講習会の詳細、受講料などについ

ては当協会までご連絡ください。なお、12月 

27日へJl月 4 日までは年末年始休業です。 

●問い合わせ （社）西北労働基準協会

容 3 5- 6 3 3 6 

, 

~ 
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嚇翻溺撫 纏難I 
D水抜栓・不凍栓を備え付けの場合 

長い間家を留！守にする時や就寝前には必、ず

水抜栓・不凍栓のハンドルをしっかり止まる

まて；閉め、蛇口を一杯に開いてください。 

>電熱ヒーターの場合 

ネズミの害を防くソとめ、立ち上がり部分を

ボックスで囲む・ようにしてください。 

>むき出しの管や、屋外に蛇口がある場合

蛇口や水道管の立ち上がりなどの露出部分

に、保温1オ（毛布類・コモ等）を巻きイ寸ける。 

＞軽い凍結の修理の仕方 

凍結したときは、露出してル、る管（保温筒な

どは取り外す）や蛇ロなどにタオルかぞうきん 

を巻きイ寸け、その上からお湯をゆっくりかける

と軽い凍結ですと水が出るようになります。 

☆注意☆ 直接熱湯をかけたり、直火を当て

たり、 また電気を直接b督す解氷などは、蛇口

の破損や火災の危険があります。 

※凍結防止の放水はやめてください 

水を出しっ放しにすると、 メーターが次第

に上がり、春の検針精算の際、料金にハネ返

り、おもわぬ支出となります。 

▼
破
裂
し
た
と
き
は
 

r MANOGAMI（馬ノ神山）、 

し 	 スキー場開き J 
12月23日、初心者向けスノーボードコース 

・スキーコースがオープ七ノしまーす。 

《企画しているィベント》 

xマスナイター 

スキーレッスン 

級別テスト 

スキーフェスティバル 

MANOGAMI と Yアー 

など盛りだくさん。 

問い合わせ 

五所川原スキークラブ 山田慎治 雪34-8822 
MANO GAMI 運営委員会 

斉藤 誠 合33-2485 

鯵ケ沢土木事務所からのお願い 

七里長浜の環境美化について 

最近、港湾内で釣りなどの余暇を過ごされノ

る方々の中に、．ごみや空き缶等を平気で投げ

捨てたり、荷役作業中の車両に接近する等作

業の重大な支障になっている人達が見られま

す。 

当所でも巡視活動に力を入れていますが、 

このような行為を見かけた方はお手数でも下

記の連絡先までご一報くださるようお願いし

ます。 

ごみや空き缶はl必ず持ち帰り、マナーを守

ってより良い環境保全に努めましよう。 

連絡先 

青森県鯵ケ沢土木事務所 用地課財産係

公 O173一72 -3135 内線225 

／年賀状は12月24日（水）頃、 

× までにお出しください プ 

12月15日（月）より年賀状の引受けが始まり

ます。大切な新年のご挨拶である年賀状を元

旦にお届けするために、12月24日（水）頃までに

お出しいただくようお願いいたします。また、 

差出人の郵便番号は 7 桁の新郵便番号を記載

していただくよう、併せてお願いいたします。 

（社）西北労働基準協会 

講習会のお知らせ 

満18歳以上の者を対象とした講習会です。 

0玉掛技能講習会 

と き 平J戎10年1月20日（火）-'--22日（木） 

9: OO-17 :00 
ところ 学奉I（相西北労働基準協会2階会議室

実技 斎勝建設（株）構内 

締め切り 1月14日または定員80名になり次第

内 容 つり上げ荷重1 トン以上の玉掛業務

しクレーン運転業務特別教育講習会 

と き 平成10年2月 4 日（水）-5日（木） 

ところ 玉掛技能講習会に同じ 

締め切り 1月31日または定員80名になり次第

内 容 つり上げ荷重が 5トン未満のクレーン 

つり上げ荷重が 5トン以上の跨線テルハの運転業務

※ 両技能講習会の詳細、受講拳十などについ

ては当協会までご連絡ください。なお、12月 

27日～1月 4 日までは年末年始休業です。 

●問い合わせ （社）西北労働基準協会

容 3 5- 6 3 3 6 

, 
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11 平成 9年12月15日 
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お正月料理 

五所川原市食生活改善推進員会 

かんたんノ健康レストラン開催 

「身体に効く手づくりおせち」 

ー ン担 当 保健婦・栄養士 

、 レ持参する物 ェプロン、健康手帳（お持ち 

の方） 

※ 塩分測定を希望する方は、みそ汁（小 

瓶に入れて）、 漬物（2~ 3切） 

>申し込み はつらつ女性課 

＞締め切り 12月22日 （月） 先着30名 

すく すく健診 
◆場 所 働く婦人の家・市保健センター 

（新町バス停前） 

◆持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

文寸 象 児 期 日 

4力月児 

健 	診 
平成 9年 

8月生まれノ 

1月 6 日 

（火） 

1 	歳 
6力月児 
健 	診 

平成 8 年 
7 月生まれノ 

1月27日 

（ご人こ） 

3 歳 児 

健 	診 

平成 6 年 

9月生まれノ 

1月22日 

.（木） 

※お願い 4 カ月児健診では、神経芽細胞腫

検査セットを配布しますので、来れノなかっ

た方は母子健康手帳を持参のうえ、 はーっら

つ女性課窓口にもらいにきてください 

rりんごき A と ん二 
つややかな黄金色に

仕上げた「きんとん」 

には福や幸せを願う気

持ちが込められていま

す。身近にあるりんご

を使って、甘ずっぱさ

をいかし、甘さをおさ

えた一品です。 

作り方】①りんごは半量を皮付きのまま小さめのい

ちよう切りにし、 1 人につき砂糖小さじ 1 と水少

々を加えてやわらかく煮る。残りの半量は皮と芯

をとり、水でやわらかく煮てつぶす。 
2 さつまいもは厚めに皮をむき、 2cm厚さの輪切りに

して水を加えて煮、やわらかくなったら水気を切る。 
③鍋につぶしたりんご、さつまいも、残りの砂糖、 

みりん、水少々を加えて弱火にかけ、ゆっくり練

りあげる。 
④最後にいちよう切りのりんごを加える。 

献血のご案内 
期 目 問

篇
 

時
響
 

 

場 

  

   

12月24日 
（水） 

 

五所川原消防署前 

 

     

      

ー
 程

 
間
 
所
 
マ
 

一
  

日
 
時
 
場
 
テ
 

レ
＞

＞
ン
 

12月26日 （金） 

9 : 30-12: 30 

市保健センター 

～家族の健康の 

ためにへ 

／ー 	 、 

材 料（4 人分） 

りんご 	160 g 
さつまいも 160 g 

さとう 	24 g 
（大さじ 2と2/3) 

みりん 	32 g 
（大さじ2弱） 
	 ノ 

結核検診実施のお知らせ 
◆対 象 1 6 歳」てス上の五所川原市民 

◆受 付 検診当日の各場所にて受付いたします。ご都合の良い場所で受診ください。 

※ 受診の結果、精密検査が必要な方には、 1月中に通知いたします。 

月日 場 	 所 時 	間 月日 場 	 所 時 	間 

12 
月 
18 
日 

（木） 

コミュニテイセンター三好前 9 : 30~lU : 00 
12 
月 
19 
日 

（金） 

コミュニテイセンター長橋前 9 : 30-1O : 00 
コミュニテイセンター七和前 10 : 15~lO : 45 

コミュニテイセンター中川前 10 】 15---10 : 45 
梅沢コミュニテイセンター前 11 : 00~il : 30 

毘沙門・長富コミュニテイセンター前 11 : 00-11 】 30 コミュニテイセンター栄前 13 : 00-13 : 30 
コミュニテイセンター松島前 13 : 00-13 : 30 新町 働 く 婦人 の家前 13 : 45-14 】 15 
コミュニテイセンター飯詰前 13 : 45-44 : 15 しきしまコミュニテイセンター前 14 : 30-15 : 00 

五所川原市役所 公35-2111 
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